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町の組織を改めました
新しい風が吹きはじめた
──発達障害について理解するための講座
広島商船高専の文化セミナー
交流 武蔵野市への旅
人権の視点
ハイスクールリポート
島のニュース
犬の登録と狂犬病予防注射案内
軽自動車税の減免
ふるさとの伝承出版に寄せて
あすなろ
ヘルシー愛ランド（健康）
いろいろお知らせのページ
今月生まれのわんぱくちゃん

まちの人口と世帯数
（ 年 月末現在）
男 人
女 人
合 計 人
世帯数 世帯

今月の表紙

保育所ひかり園（中野）の早い朝、い

ちばんに飛び出してどこへいく？園舎の

軒下で、見つけたよ の声に振り向くと、

春の泥にみみずです。最初は遠くから、

だんだん近づいて手でふれてみます。い

つの間にかともだちが集まってきました。

大崎上島町

合
併
か
ら

年
、

月

日
付
で
町
行
政

の
組
織
・
体
制
を
改
め
ま
し
た
。
従
来
、
本

支
所
の
い
ず
れ
に
も
配
置
し
て
い
た
、
福
祉

や
建
設
、
農
林
水
産
な
ど
の
主
管
課
を

本

化
し
た
の
が
大
き
な
改
正
点
で
す
。
主
管
課

は
、
福
祉
・
保
健
関
係
を
木
江
支
所
に
、
上

下
水
道
課
を
大
崎
支
所
に
、
分
け
て
配
置
し

ま
し
た
。
合
併
を
生
か
し
た
住
み
よ
い
ま
ち

づ
く
り
に
努
め
て
い
き
ま
す
。
お
気
づ
き
や

ご
意
見
が
あ
り
ま
し
た
ら
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

組
織
改
正
の
主
な
内
容

木
江
支
所
に
福
祉
事
務
所
（
福
祉
課
）
を

開
設
し
、
合
わ
せ
て
保
健
衛
生
課
を
置
き
ま

し
た
。

本
庁
（
東
野
）
で
の
福
祉
や
保
健
に
関
す

る
お
問
合
せ
や
各
種
手
当
等
申
請
手
続
き
等

は
、
住
民
課
窓
口
係
で
受
け
付
け
ま
す
。

大
崎
支
所
で
は
、
大
崎
地
域
振
興
課
福
祉

保
健
係
で
受
け
付
け
ま
す
。

大
崎
支
所
に
、
上
下
水
道
課
を
配
置
し
ま

し
た
。

本
庁
で
の
水
道
料
金
や
水
道
の
新
設
・
廃

止
等
手
続
き
や
苦
情
な
ど
、
上
下
水
道
に
関

す
る
こ
と
は
、
住
民
課
窓
口
係
で
受
け
付
け

ま
す
。

木
江
支
所
で
は
、
木
江
地
域
振
興
課
事
業

係
で
受
け
付
け
ま
す
。

ま
た
、
農
林
水
産
課
は
本
庁
に
配
置
し
て

い
ま
す
が
、
地
籍
調
査
係
に
つ
い
て
は
大
崎

支
所
に
置
き
ま
す
。

合
わ
せ
て

月

日
付
け
で
人
事
異
動
を

行
い
ま
し
た
。
こ
の
内
容
は

月
号
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

問
合
せ
先

総
務
課

（
代
表
）

元
気
島
大
崎
上
島
へ
向
け
て

大
崎
上
島
町
の
組
織
を
改
め
ま
し
た
。

助
役
、
就
任

徳
森
和
範
（
前
総
務
課
長
）

月

日
、
町
議
会

月
議
会

定
例
会
で
承
認
さ
れ
、

月

日

付
け
で
就
任
し
ま
し
た
。



総 務 課 庶務係（選挙管理委員会）
財政係
財産管理係

税 務 課 賦課係
収納係

企 画 課 企画係
情報係
交通係

本庁 東野 番地本庁 東野 番地
住 民 課 住民係

人権対策係
窓口係

農林水産課 農林水産係（農業委員会）
耕地係（地籍調査係は大崎支所）

商工観光課 商工観光係

町
の
福
祉
事
務
所
、
開
設

月

日
、
木
江
支
所
内
に
福
祉
事
務

所
を
設
置
し
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
、
町
の
窓
口
で
受
付
を
し
て

県
の
福
祉
事
務
所
に
進
達
す
る
だ
け
だ
っ

た
手
当
等
の
認
定
や
支
給
の
事
務
の
一
切

を
町
が
行
い
ま
す
。
福
祉
専
門
員
の
配
置

に
よ
り
町
内
で
相
談
に
応
じ
る
こ
と
が
可

能
と
な
り
、
迅
速
で
町
の
実
態
に
合
っ
た

き
め
細
か
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。

新
た
に
行
う
主
な
事
務

・
生
活
保
護
の
開
始
や
変
更
停
止
の
決
定

・
助
産
施
設
や
母
子
生
活
支
援
施
設
へ
の

入
所
等

・
家
庭
児
童
相
談
室
の
設
置

・
母
子
家
庭
お
よ
び
寡
婦
の
相
談
や
指
導

・
児
童
扶
養
手
当
の
認
定
と
支
給

・
特
別
障
害
者
手
当
の
認
定
と
支
給

・
障
害
児
福
祉
手
当
の
認
定
と
支
給

こ
の
ほ
か
に
従
来
町
が
行
っ
て
い
た
高

齢
者
、
児
童
、
母
子
、
障
害
者
に
対
す
る

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
や
相
談
事
業
等
、

引
き
続
い
て
行
い
ま
す
。

問
合
せ
先

福
祉
課

町

農林水産課 地籍調査係
（農林水産係、耕地係は本庁）

上下水道課 水道係
下水道係

大崎地域振興課 住民係
庶務係
福祉保健係
事業係

福祉課（福祉事務所）生活福祉係
福祉指導係
介護保険係

保健衛生課 環境衛生係
保健指導係
保健師・栄養士

（直通）

木江地域振興課 住民係
庶務係
事業係

総 務 課 総務係
学校教育係
指導係

社会教育課 社会教育係 大崎上島文化センター
大崎公民館
東野公民館
海と島の歴史資料館
木江公民館

大崎支所 中野大崎支所 中野

木江支所 木江 番地木江支所 木江 番地

教育委員会 中野 ・教育委員会 中野 ・

お知らせ
月 日、農業委員会会長に川 晟

せい

司
じ

さん、職務代理者に近藤範之さんが就任されました。
お知らせ

月 日、農業委員会会長に川 晟
せい

司
じ

さん、職務代理者に近藤範之さんが就任されました。
お知らせ

収 入 役 室 会計係 議会事務局 庶務係（監査委員会）建 設 課 土木係
管理係



地
元
の
信
望
も
あ
つ
い
元
山
先
生
。
軽
く

肌
に
触
れ
る
こ
と
や
、
ち
ょ
っ
と
し
た
予
定

変
更
が
ひ
ど
い
苦
痛
と
な
る
と
い
っ
た
、
一

般
に
理
解
さ
れ
に
く
い
自
閉
症
の
感
覚
的
特

性
、
事
前
に
告
知
す
る
だ
け
で
痛
み
を
や
わ

ら
げ
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
っ
た
、
知
っ
て

さ
え
い
れ
ば
誰
に
も
で
き
る
対
処
法
な
ど
、

自
閉
症
を
中
心
に
発
達
障
害
と
は
ど
う
い
う

も
の
か
に
つ
い
て
多
く
の
実
例
を
も
と
に
わ

か
り
や
す
い
お
話
。

時
間
が
足
り
な
い

と
い
う
声
が
た
く

さ
ん
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

（
国
立
療
養
所
賀
茂
病
院

児
童
指
導
員
）

障
害
児
者
福
祉
の
歴
史
的
な
流
れ
や
、
大

崎
地
区
で
の
実
践
例
を
示
し
な
が
ら
、
人
を

自
分
と
同
じ
よ
う
に
認
め
、
皆
さ
ん
が
で

き
る
と
き
に
で
き
る
こ
と
（
お
互
い
さ
ま
）

を
し
な
が
ら
、
こ
の
島
で
一
人
ひ
と
り
が
輝

い
て
生
き
る
地
域
づ
く
り
の
お
話
。
町
音
楽

協
会
の
協
力
で
、
恵
良
隆
久
さ
ん
・
里
絵
さ

ん
親
子
の
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
も
開
催
し
ま
し

た
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中
継
が
行
わ
れ
海
外

で
視
聴
し
た
方
も
。

（
清
光
寺
住
職
）

親子でボランティア参加 浅岡佳代子さん

回の講座全てに、最後は親子でスタッフとしても参加し、本
当に楽しかったです。個人的に第一の収穫は、娘に友人ができた
こと。第二は永遠のテーマ きょうだい について。奥平さんがきっ
ぱり言った どっちも、えこひいき 。他と比べずに、どの子にも
あなたがいちばん と向き合っていこうと改めて思いました。
軽度の知的障害である娘が、ボランティアとして受け付けの仕事をさせて

もらいました。自分にできる何かのかたちで人の役に立ったり、また助けて
もらったりするのだな、そして、その関係がうまくいくととっても住みよい
町になるのにな、と思いました。そんなまちづくりを願ってやみません。今
後も続けてほしい企画です。

人
を
理
解
す
る
視
点
を
自
分
の
中
に
確
認
で
き
た
。

（
ア
ン
ケ
ー
ト
へ
の
回
答
か
ら
）

こ
の
よ
う
な
形
で

人
権
の
持
つ
意
味
を
示
し
た
こ
と
は
す
ば
ら
し
い

講
座

日
間
に
わ
た
る

発
達
障
害
に
つ
い
て
理
解
す
る
た
め
の
講
座

で
、
発
達
障
害

と
は
ど
う
い
う
も
の
か
、
ど
の
よ
う
な
支
援
が
必
要
か
な
ど
、
保
護
者
、
教
員
、
専
門
家
と
、

さ
ま
ざ
ま
な
立
場
か
ら
の
講
義
や
実
践
例
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
参
加
者
は
の
べ

百
人
。
ア
ン

ケ
ー
ト
に
、
た
く
さ
ん
の
意
見
や
感
想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
継
続
的
な
取
り
組
み
と
、
情
報

の
発
信
や
交
換
を
求
め
る
声
が
多
数
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

発
達
障
害
の
人
た
ち
を
理
解
す
る
た
め
に

講
師

元
山

淳
さ
ん

一
人
ひ
と
り
が
輝
く
た
め
に

講
師

松
浦

真し
ん

英え
い

さ
ん

教
室
で
の
ア
ノ
手
コ
ノ
手

講
師

小
早
川
知
代
子
さ
ん

障
害
児
学
級
で
実
際
に
使
っ
て
い
る
教
材

な
ど
を
示
し
な
が
ら
、
子
ど
も
た
ち
の
行
動

や
障
害
の
特
性
か
ら
、
問
題
と
な
る
行
動
の

原
因
を
探
り
、
長
所
を
伸
ば
す
教
育
方
法
に

つ
い
て
の
お
話
。
初
め
て
聴
く
人
に
は
す
ご

く
特
別
な
こ
と
を
し
て
る
よ
う
に
思
わ
れ
ま

す
が
、
大
事
な
の
は

障
害
観

よ
り

子

育
て
観
。
子
ど
も
を
理
解
し
、
育
て
て
い
く

と
い
う
根
本
に
何
も
違
い
は
あ
り
ま
せ
ん

（
広
島
市
立
三
篠
小
学
校
教
員
）

アンケート主な結果
（ 講座の平均）
【講演の内容は】
わかりやすかった ％
むずかしかった
どちらともいえない ％

【発達障害への理解に
役立ちましたか】

大いに役立った ％
ある程度役立った ％
あまり役立たなかった ％

アンケート主な結果
（ 講座の平均）
【講演の内容は】
わかりやすかった ％
むずかしかった
どちらともいえない ％

【発達障害への理解に
役立ちましたか】

大いに役立った ％
ある程度役立った ％
あまり役立たなかった ％

声声

新しい風が吹きはじめた



兵
庫
県
篠
山
市
在
住
の
奥
平
綾
子
さ
ん

が
、
重
度
の
自
閉
症
で
あ
る
お
子
さ
ん
の

育
児
、
学
校
へ
の
働
き
か
け
や
地
域
で
の

活
動
か
ら
、
障
害
特
性
や
支
援
の
姿
勢
な

ど
に
つ
い
て
語
り
ま
し
た
。
障
害
か
ら
生

ま
れ
る

暮
ら
し
に
く
さ

は
ど
の
よ
う

な
も
の
で
あ
る
の
か
を
理
解
し
、
障
害
児

者
が
暮
ら
し
や
す
い
環
境
を
調
整
す
る
こ

と
は
、
誰
も
が
住
み
よ
い
地
域
づ
く
り
に

つ
な
が
る
。
で
き
な
い
こ
と
ば
か
り
に
と

ら
わ
れ
ず
、
で
き
る
こ
と
を
伸
ば
す
。
徹

底
し
て

本
人
の
立
場
で
考
え
る

姿
勢

に
、
翌
日
の

つ
の
分
科
会
に
も
多
数
の

参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

奥平 綾子さん

大崎上島での講演会であらため
て感じたことは、障害児・者は、
地域で生きる 人なのだというこ
とでした。 千人の島。その中で、
彼（彼女）は自閉症という障害を
持った 人。耳の遠いおじいさんや、

お節介なおばさんやわんぱく大将もその島の中の
人であるのと同じように。

年前、 （丹波自閉症協会）をはじめた頃、
ほとんどの人が 自閉症 なんて知らなかった丹波
で、今では、多くの人が の活動を知ってくれ
ています。そして、私の息子は確かに自閉症なんだ
けれど、別段それとも思われずに、買い物に行った
り、レストランに行ったりしています。でも、みん
な彼が自閉症なり障害なりを持っていることは知っ
ていて、自分が出来る時に、出来ることを、出来る
分だけ、手助けしてくれています。
そのことを大崎上島でも伝えたかった。ここなら、

もっと可能だということを。
高校生のボランティアさんが、活躍されていたの

が嬉しかった。帰りながら思ったことは、きっとこ
ういう 地域を作っていく、地域で生きる ことが
求められていくんだろうな、自閉症といえば、保護
者か先生か福祉関係者…そういう時代じゃなくなる
かもなあ…ってことでした。
ホントに楽しい二日間、機会を与えてくださった

ことに感謝します。

奥平 綾子さん

大崎上島での講演会であらため
て感じたことは、障害児・者は、
地域で生きる 人なのだというこ
とでした。 千人の島。その中で、
彼（彼女）は自閉症という障害を
持った 人。耳の遠いおじいさんや、

お節介なおばさんやわんぱく大将もその島の中の
人であるのと同じように。

年前、 （丹波自閉症協会）をはじめた頃、
ほとんどの人が 自閉症 なんて知らなかった丹波
で、今では、多くの人が の活動を知ってくれ
ています。そして、私の息子は確かに自閉症なんだ
けれど、別段それとも思われずに、買い物に行った
り、レストランに行ったりしています。でも、みん
な彼が自閉症なり障害なりを持っていることは知っ
ていて、自分が出来る時に、出来ることを、出来る
分だけ、手助けしてくれています。
そのことを大崎上島でも伝えたかった。ここなら、

もっと可能だということを。
高校生のボランティアさんが、活躍されていたの

が嬉しかった。帰りながら思ったことは、きっとこ
ういう 地域を作っていく、地域で生きる ことが
求められていくんだろうな、自閉症といえば、保護
者か先生か福祉関係者…そういう時代じゃなくなる
かもなあ…ってことでした。
ホントに楽しい二日間、機会を与えてくださった

ことに感謝します。 託児の女の子たち、一番の収穫がこ
のあたりにあるように思います。
人というすばらしい財産をお持ちの
島。じっくりと前に進んでください。

第 分科会 学校支援
講師 澤 月子さん（元向日が丘養護学校教員）

託児の女の子たち、一番の収穫がこ
のあたりにあるように思います。
人というすばらしい財産をお持ちの
島。じっくりと前に進んでください。

第 分科会 学校支援
講師 澤 月子さん（元向日が丘養護学校教員）

障害児の託児を担当してくれた
大崎海星高校の 年生

かわいかった 小さな子どもたちと遊ぶことは
普段ないけど、すぐになじんでくれたし、すごく楽し
かったです。障害児だからといって特別な違いは何も
感じなかったし、困ったこともありませんでした。み
んな元気なのでとにかく体力勝負 って感じ。また機
会があればぜひやりたいです ちなみに将来の夢は河
田さん 看護士 、友田さん 栄養士 、西村さんは 考
え中 とのことです。

こ
の
際

島
あ
げ
て

理
解
し
よ
う

自
閉
症
の
こ
と

第

分
科
会

家
庭
支
援

講
師

奥
平

綾
子
さ
ん

理解という 点 が広がって住みよい地域に

メッセージメッセージ

各講座の資料に余部があります。ご希望の方は教育委員
会社会教育課（ ）まで。

第 分科会 障害を支援すること
講師 大西俊介さん

（といくらふと障害支援サークル代表）

今をどう暮らしたい？というと
ころから支援ははじまります。
障害児のおもちゃが少ないな

あ 、 じゃあ作ろうか というこ
とで といくらふと の活動は生まれました。 人
のメンバーは医療・福祉・教育・技術の専門家と女
子大生。本人さんの障害の特性や人となりを知り、
どんな調整をすれば遊べるだろうと考えます。遊び
は楽しみ。楽しみたいという気持ちが、本人さんの
がんばり を生み発達につながります。これは、

ただ訓練を強いられるというのと全く違っています。
障害のある者にとっては環境の調整が大事。例え

ば、日常のコミュニケーションも生活もちょっとし
た道具を使うことでずっと楽になります。（ こころ
リソースブック（福祉情報技術製品ガイド） はお
勧めです）外に出て行きましょう。集団の中で気づ
くことがたくさんあります。町の人たちは、本人さ
んはどうしたいのだろう？という視点で、今自分に
何ができるかを考え、できることをする。一人ひと
りのささやかな支援が増えていくほど島は暮らしや
すくなるでしょう。

第 分科会 障害を支援すること
講師 大西俊介さん

（といくらふと障害支援サークル代表）

今をどう暮らしたい？というと
ころから支援ははじまります。
障害児のおもちゃが少ないな

あ 、 じゃあ作ろうか というこ
とで といくらふと の活動は生まれました。 人
のメンバーは医療・福祉・教育・技術の専門家と女
子大生。本人さんの障害の特性や人となりを知り、
どんな調整をすれば遊べるだろうと考えます。遊び
は楽しみ。楽しみたいという気持ちが、本人さんの
がんばり を生み発達につながります。これは、

ただ訓練を強いられるというのと全く違っています。
障害のある者にとっては環境の調整が大事。例え

ば、日常のコミュニケーションも生活もちょっとし
た道具を使うことでずっと楽になります。（ こころ
リソースブック（福祉情報技術製品ガイド） はお
勧めです）外に出て行きましょう。集団の中で気づ
くことがたくさんあります。町の人たちは、本人さ
んはどうしたいのだろう？という視点で、今自分に
何ができるかを考え、できることをする。一人ひと
りのささやかな支援が増えていくほど島は暮らしや
すくなるでしょう。

友田悠
ゆ

南
な

さん 西村情子さん 河田久美子さん

声声



SEMMINER

分
に

回
は
笑
わ
せ
る
？
広
島
商
船
高
専
の
文
化
セ
ミ
ナ
ー

月
か
ら
来
年

月
ま
で
の
毎
月

回
、
東
野
文
化
セ
ン
タ
ー
で
広
島
商
船
高

等
専
門
学
校
主
催
の
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。
同
校
の

地
域
に
根
付
く
学
校
づ

く
り

の
取
り
組
み
の
一
つ
と
し
て
、
町
の
皆
さ
ん
を
対
象
と
し
た
新
し
い
企
画

で
す
。
校
長
の
堀
籠
教
夫
さ
ん
に
、
こ
の
セ
ミ
ナ
ー
に
寄
せ
る
思
い
を
語
っ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

第 回 月 日
法律よもやま話
流通情報工学科 土屋政憲

第 回 月 日
たばこやめませんか
商船学科 馬場弘明

第 回 月 日
第 外国語の効用 多様性を軸に
一般教科 桑田明広

第 回 月 日
ネットワークの光と影
電子制御工学科 松島勇雄

第 回 月 日
本音で語るフェリー問題
流通情報工学科 風呂本武典

第 回 月 日
わかりやすい船の話
商船学科 中島邦廣

第 回 月 日
詩歌を楽しむ 言葉遊びの世界
一般教科 石川富雄

第 回 月 日
おもしろロボット 科学マジック
電子制御工学科 久間英樹

第 回 月 日
環境マネジメントシステム認証取
得の意義
商船学科 河村義顕
日にちは変更することがあります。

従
来
、
小
中
学
校
へ
の
出
前
授
業
等
、
公
開
講
座
、
交
流
会
等
を

実
施
し
て
参
り
ま
し
た
。
こ
の
た
び
さ
ら
に
、
本
校
教
員
が
自
分
の

専
門
と
す
る
教
育
研
究
の
事
柄
を
親
し
く
直
接
、
地
域
の
皆
様
に
お

話
を
す
る
セ
ミ
ナ
ー
を
作
り
ま
し
た
。
講
義
の
よ
う
に
堅
苦
し
く
な

く
、
漫
才
の
よ
う
に

分
間
に

回
は
笑
っ
て
貰
え
る
内
容
に
し
て

欲
し
い
と
言
う
の
が
企
画
者
の
弁
。
果
た
し
て
上
手
く
笑
っ
て
も
ら

え
る
よ
う
な
肩
の
こ
ら
な
い
話
が
で
き
ま
す
か
ど
う
か
。
な
に
し
ろ
、

話
す
方
も
、
お
聞
き
に
な
る
方
々
も
未
体
験
ゾ
ー
ン
。
し
か
し

豚

も
お
だ
て
り
ゃ
樹
に
登
る
の
例
え
の
よ
う
に
、皆
様
の
応
援
に
よ
っ

て
は
、
思
い
が
け
な
い
ほ
ど
先
生
方
も
張
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
ご

来
聴
を
お
待
ち
し
ま
す
。

月

日

時

分

東
野
文
化
セ
ン
タ
ー
大
ホ
ー
ル

映
画
・
工
学
・
私

校
長
堀
籠
教
夫
さ
ん

月

日
、
交
流
会

大
崎
上
島
の
ま
ち
づ

く
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
へ
向
け
て
の
提
案

が
広

島
商
船
高
等
専
門
学
校
視
聴
覚
教
室
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。（
同
校
地
域
交
流
・
共
同
研
究
セ

ン
タ
ー
主
催
、
町
・
町
教
育
委
員
会
後
援
）

島
を
ど
の
よ
う
に
元
気
づ
け
て
い
く
か
を
大

き
な
テ
ー
マ
と
し
て
、
ま
ち
づ
く
り
デ
ザ
イ
ン

と
人
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
を
中
心
と
し
た

話
、
地
域
資
源
や
住
民
を
生
か
し
た
発
展
を
目

指
そ
う
、
教
育
に
光
フ
ァ
イ
バ
を
生
か
そ
う
、

そ
の
た
め
に
は
…
、
と
、

人
の
講
師
か
ら
具

体
的
な
提
言
が
あ
り
ま
し
た
。
司
会
・
進
行
、

第

提
言
者
は
、
同
校
流
通
情
報
工
学
科
助
教

授
岐
美
宗
（
み
ち
よ
し
つ
か
さ
）
さ
ん
。
約

人
の
参
加
者
の
中
か
ら
は
、
こ
の
よ
う
な
機

会
を
ま
た

商
船
高
専
の
先
生
方
と
の
交
流

を
も
っ
と
密
に
し
た
い

な
ど
の
声
が
出
さ
れ

ま
し
た
。

み
ん
な
で
、
ま
ち
づ
く
り

提
案

私 の思いを色であらわしてみると？

広島商船高等専門学校地域交流・共同研究センターは、民間など外部の機関
との共同研究や交流を通じて、学校の教育研究の発展に役立てるとともに、
地域社会での産業技術の振興や発展に貢献することを目的としています。



GRADUATION

FRIENDSHIP

武
蔵
野
市
へ
の
旅
…
島
の
内
外
で
、
新
し
い
交
流
が
始
ま
っ
て
い
ま
す

月

日

日
、
姉
妹
友
好
交
流
事
業

武
蔵
野
市
へ
の
旅

に
、
渡
辺
年
範
大
崎
上
島

町
交
流
推
進
事
業
実
行
委
員
会
長
を
団
長
と
し
て
町
民

人
が
参
加
し
ま
し
た
。
前
回
参
加
者

の

市
民
と
の
交
流
が
し
た
い

と
い
う
希
望
が
、
今
回
、
武
蔵
野
市
の
配
慮
で
大
崎
上
島
の

み
か
ん
の
木
オ
ー
ナ
ー
で
あ
る
市
民
の
皆
さ
ん
と
の
交
流
と
い
う
形
で
実
現
し
ま
し
た
。

大
崎
町
と
武
蔵
野
市
の
お
つ
き
あ
い
の
そ
も
そ
も
の
は
じ

ま
り
は
、
障
害
児
と
親
の
会
同
士
の
交
流
か
ら
で
し
た

と
、

私
た
ち
を
迎
え
て
く
だ
さ
っ
た
武
蔵
野
市
交
流
事
業
担
当
部
長

の
会
田
さ
ん
は
、
こ
の
交
流
の
始
ま
り
に
働
き
の
あ
っ
た
方
で

あ
る
と
同
時
に
、
こ
の
日
訪
問
し
た
武
蔵
野
障
害
者
総
合
セ
ン

タ
ー
の
設
立
に
大
き
く
関
わ
ら
れ
た
方
で
し
た
。

同
セ
ン
タ
ー
は
通
所
施
設
で
、
障
害
の
程
度
や
年
齢
を
問
わ

ず
様
々
な
サ
ー
ビ
ス
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
利
用
者
と
働
く
人

の
明
る
さ
が
印
象
的
で
し
た
。

こ
こ
か
ら
、
市
の
小
路
を
走
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
・
ム
ー

バ
ス
に
乗
っ
て
吉
祥
寺
美
術
館
、
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
麦
わ
ら

帽
子
へ
。
夜
は
、
市
が
主
催
の
交
流
会
に
招
か
れ
ま
し
た
。

翌
日
は
、
日
光
、
中
禅
寺
湖
へ
の
旅
、
最
終
日
は
浅
草
寺
、

江
戸
東
京
博
物
館
を
見
学
、
築
地
の
市
場
の
雰
囲
気
を
味
わ
っ

て
帰
路
に
着
き
ま
し
た
。

旅の一番の思い出は、やはり武蔵野市民との交
流でした。市長さんを始めとして大変な歓待をし
ていただき、心温まるものがありました。大崎上
島のみかんの木オーナーになっている人と話し、
姿形は悪いが予防をしていないハッサクを送って
あげましょうかと言ったら、そういうのがよい
とのこと。
武蔵野市の皆さんが大崎上島を訪問されたとき、
島の自然と島の人の温かさでお迎えし、満足して
いただきたいものです。

（参加者の報告書より）

大崎上島の産品も並ぶ（麦わら帽子）

旅の一番の思い出（武蔵野市民との交流会）

両国国技館を背に（江戸東京博物館）

この街で暮らしたい、働きたい（障害者総合センタ ）

歳
の
巣
立
ち

大
崎
中
学
校

東
野
中
学
校

木
江
中
学
校

（各校の卒業記念写真より）

ご
卒
業
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

立
派
に
成
長
さ
れ
た
皆
さ
ん
を
見
て

い
る
と
、
胸
が
熱
く
な
り
ま
す
。

皆
さ
ん
に
は
、
広
島
カ
ー
プ
の
白

浜
選
手
に
恩
師
中
井
監
督
が
贈
っ
た

サ
イ
ン
ボ
ー
ル
に
書
か
れ
て
い
た

あ
り
が
と
う
、
で
き
る

と
い
う

言
葉
を
贈
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
常
に

感
謝
と
努
力
を
忘
れ
ず
あ
き
ら
め
な

い
こ
と
、
結
果
は
必
ず
つ
い
て
く
る

か
ら
、
と
い
う
こ
と
で
す
。

今
日
の
自
分
が
あ
る
の
は
先
生
や

家
族
、地
域
の
皆
さ
ん
、何
よ
り
友
人
、

仲
間
の
お
か
げ
で
あ
る
と
い
う
感
謝

の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
、自
分
を
信
じ
て

努
力
し
て
く
だ
さ
い
。
で
き
る
と
い

う
気
持
ち
を
持
つ
こ
と
が
大
切
で
す
。

君
た
ち
の
前
途
に
幸
多
か
れ
と
祈
り

ま
す
。
小
川
裕
壮
さ
ん
（
大
崎
中

会
長
・
町

連
合
会
長
）



大
学
は
、
社
会
に
お
け
る
指
導
的
立
場
の
人
材
を
育

て
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
最
近
そ
の
大
学
で
、
い
ろ
い
ろ

な
不
祥
事
が
起
こ
っ
て
い
る
。
中
で
も
深
刻
な
問
題
は
、

キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
け
る
人
権
侵
害
で
あ
る
。

月

日
の

読
売
新
聞
（
朝
刊
）
に

教
授
セ

ク
ハ
ラ

深
刻

と
題
す
る
大
き
な
記
事
が
掲
載
さ
れ

て
い
た
。

年
度
の
国
立
大
学
の
教
授
等
に
よ

る
性
的
嫌
が
ら
せ
で
処
分
を
受
け
た
事
例
が

件
あ
っ

た
と
報
じ
ら
れ
て
い
る
。
社
会
の
模
範
と
な
ら
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
大
学
に
お
い
て
、
国
立
大
学
だ
け
で
、
そ

れ
も
処
分
さ
れ
た
事
例
だ
け
で
、
こ
ん
な
に
多
く
の
、

女
性
の
尊
厳
を
傷
つ
け
る
事
件
が
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、

深
刻
な
問
題
で
あ
る
。

最
近
は

セ
ク
ハ
ラ

に
な
ら
っ
て

ア
カ
ハ
ラ

と
い
う
こ
と
も
言
わ
れ
る
。
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
・
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
（
学
問
の
世
界
の
嫌
が
ら
せ
）
の
短
縮
語

で
あ
る
。
将
来
研
究
者
を
志
す
若
者
の
場
合
、
指
導
教

授
は
絶
対
的
存
在
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
上
下
の
師
弟

関
係
の
中
で
い
じ
め
や
仲
間
外
れ
な
ど
が
横
行
し
て
い

る
。
自
説
に
従
わ
な
い
大
学
院
生
や
助
手
に
対
し
て
、

指
導
教
授
が
破
門
を
申
し
渡
す
ケ
ー
ス
も
あ
る
と
聞
く
。

日
ご
ろ
人
権
を
研
究
し
、
教
室
で
男
女
平
等
を
講
義

し
て
い
る
大
学
の
法
学
部
で
、
教
員
構
成
の
点
で
、
い

か
に
男
性
優
位
で
あ
る
こ
と
か
。
ど
の
法
学
部
で
も
、

女
性
教
員
は
ほ
ん
の
わ
ず
か
し
か
い
な
い
。
ま
た
、
教

員
採
用
に
際
し
て
、
出
身
の
大
学
や
学
部
を
問
題
に
し
、

特
定
の
大
学
や
学
部
出
身
者
で
固
め
た
り
す
る
こ
と
が
、

今
で
も
か
な
り
の
大
学
で
行
な
わ
れ
て
い
る
。

最
近
は
、
大
学
に
よ
っ
て
は
、
人
権
問
題
を
正
面
か

ら
取
り
上
げ
、
改
善
の
努
力
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
出

て
き
た
。
た
と
え
ば
、
セ
ク
ハ
ラ
、
ア
カ
ハ
ラ
の
よ
う

な
問
題
を
な
く
す
た
め
に
、
被
害
者
に
相
談
の
窓
口
を

用
意
し
た
り
、
訴
え
る
手
続
き
を
整
備
す
る
大
学
が
増

え
て
き
た
。
定
期
的
に
人
権
講
演
会
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

を
実
施
し
て
、
キ
ャ
ン
パ
ス
で
の
人
権
教
育
・
啓
発
活

動
に
熱
心
な
と
こ
ろ
も
あ
る
。
人
権
や
ジ
ェ
ン
ダ
ー
問

題
を
正
面
か
ら
扱
う
授
業
科
目
を
置
く
大
学
も
一
部
に

出
て
き
た
。

消
費
生
活
情
報

シリーズ

あ
る
ミ
ッ
シ
ョ
ン
系
の
大
学
で
は
、
創
設
以
来
、
面

白
い
試
み
を
し
て
い
る
。
新
入
生
全
員
に
対
し
て
、
世

界
人
権
宣
言
の
規
定
を
遵
守
す
る

と
い
う
誓
約
書
に

署
名
さ
せ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
全
教
員
、
全
職

員
に
も
広
げ
る
と
趣
旨
が
徹
底
す
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、

誓
約
書
に
署
名
さ
せ
る
と
同
時
に
、
世
界
人
権
宣
言
や

人
権
そ
の
も
の
に
つ
い
て
の
講
義
や
グ
ル
ー
プ
討
論
な

ど
を
平
行
し
て
行
な
う
と
、
よ
り
効
果
が
上
が
る
に
違

い
な
い
。

高
度
の
研
究
活
動
や
効
果
的
な
教
育
活
動
を
通
し
て
、

社
会
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
が
、
大
学
の
使
命
で
あ

る
。
大
学
に
お
い
て
、
人
権
が
し
っ
か
り
と
研
究
さ
れ
、

教
え
ら
れ
、
実
践
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
、
社
会
に
お
け

る
人
権
の
保
障
と
推
進
に
と
っ
て
、
不
可
欠
の
要
素
で

あ
る
。
大
学
が
養
成
し
た
人
材
が
、
人
権
を
理
解
し
、

人
権
を
実
践
す
る
こ
と
を
通
し
て
、
人
権
は
社
会
に
根

付
く
。

年

月

日
に
起
こ
っ
た
藩
陽
の
日
本
総

領
事
館
へ
の
亡
命
者
駆
け
込
み
事
件
は
、
日
本
の
大
学

に
お
い
て
人
権
の
教
育
と
実
践
が
こ
れ
ま
で
適
切
に
行

な
わ
れ
て
こ
な
か
っ
た
こ
と
を
示
す
良
い
例
で
あ
る
。

あ
の
事
件
に
関
し
て
出
さ
れ
た
政
府
関
係
者
（
み
な
大

学
教
育
を
受
け
た
人
た
ち
で
あ
る
）の
コ
メ
ン
ト
は
日

本
総
領
事
館
の
不
可
侵
権
侵
害

の
み
で
、
総
領
事
館

へ
逃
げ
込
ん
だ
北
朝
鮮
か
ら
の
亡
命
希
望
者
の
人
権
に

配
慮
し
た
発
言
は
皆
無
で
あ
っ
た
。
新
聞
や
テ
レ
ビ
で

の
専
門
家
の
意
見
も
、
ほ
と
ん
ど
は
日
本
の
国
家
と
し

て
の
権
利
侵
害
を
論
ず
る
も
の
で
あ
っ
て
、
人
権
の
観

点
か
ら
の
分
析
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。
あ
の
事
件
を
、

大
学
教
育
を
受
け
た
官
僚
、
政
治
家
、
学
者
、
評
論
家

が
人
権
問
題
と
し
て
と
ら
え
な
か
っ
た
と
こ
ろ
に
、
こ

れ
ま
で
の
日
本
の
大
学
の
人
権
と
の
取
り
組
み
の
貧
困

さ
を
私
は
見
る
。
大
学
に
は
、
人
権
を

主
流
化

す

る
方
向
に
、
ぜ
ひ
変
わ
っ
て
も
ら
い
た
い
。

（
横
田
洋
三

中
央
大
学
法
学
部
教
授

国
連
人
権
促

進
保
護
小
委
員
会
委
員

国
連
大
学
学
長
特
別
顧
問
）

（

人
権
教
育
啓
発
推
進
セ
ン
タ
ー

ア
イ
ユ

資
料

か
ら
）

生
活
の
中
の
人
権

大
学
と
人
権

消費生活相談窓口をご利用ください

月から、竹原市の消費生活相談窓口が、大崎上島町の方も利用できるよ
うになりました。また、 ヶ月に 回、大崎上島町本庁でも消費生活相談員
が相談を受付けます。

言葉巧みに商品を売りつけられた 覚えのない請求書が届いた など、
悪徳商法のトラブルに巻き込まれてしまった場合、法律や規則など専門的な
知識が必要になってくることがあります。
そのようなときには、消費生活相談員による 消費生活相談窓口 へお気
軽にご相談ください。相談は無料で、秘密は固く守られます。

相談窓口は、下記のどちらでもご利用できます。

消費生活相談窓口をご利用ください
ま
だ
い
け
る
ま
だ
大
丈
夫
は
も
う
危
険

運
動
の
重
点
目
標
・

子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

・

自
転
車
の
安
全
利
用
の
推
進

・

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し

い
着
用
の
徹
底

ま
だ
い
け
る
ま
だ
大
丈
夫
は
も
う
危
険

運
動
の
重
点
目
標
・

子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

・

自
転
車
の
安
全
利
用
の
推
進

・

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し

い
着
用
の
徹
底

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

場 所 大崎上島町本庁 竹原市役所 階消費生活相談室

相 談 日 奇数月の第 金曜日
火曜日・木曜日

（祝日・年末年始を除く）

受 付 時 間
（ は休み）

問い合わせ
大崎上島町 総務課 竹原市消費生活相談室

場 所

相 談 日

受 付 時 間

問い合わせ



PULAZA L

http://www.hiroshima-cmt.ac.jp/ http://www.osakikaisei-h.hiroshima-c.ed.jp/

HIGH SCHOOL REPORT

月 日 、竹原市役所で本校流通情報工学科
年生の梅田尚子さんが卒業研究（指導教官 岐

みち

美
よし

助
教授）の成果報告を実施した。
報告は、環境と交通をキーワードとして、 アイ
ドリング・ストップによる環境改善への寄与に関す
る調査研究 測定センサーシステムの実験
から というテーマで、実験調査した結果を基に
したアイドリング・ストップによる 排出量の
削減効果とその普及策を都市行政に提案した。

また、 月 日 には、同科 年生の上利史彦君
が、木江警察署で 小学生を対象とした交通安全学
習プログラムの試行的研究─キッズ・プレイ・プロ
グラム─ をテーマに、小学生に運転手の目線をロー
ルプレイ方式で体験学習してもらうことで、危険認
知と交通安全への意識向上をねらいとする卒業研究
の成果を報告した。
両名とも、発表後、地域貢献と持続可能な社会構

築へ向けて、参加者と活発な議論を行った。

月 日、第 回卒業式で、中山正幸校長は、伝
教大師・最澄の言葉 一隅を照らす、これ則ち国宝
なり をひき、 それぞれに備わった能力を生かし
て仕事に携わるうちに、人間として完成していきま
す。みずからが光り輝くことによって、他の人をも
おのずと照らし出す。その場に必要な光を自ら発す
るようになってほしい と卒業生にはなむけの言葉
を贈りました。
川島寛

かん

爾
じ

会長は 積極的に経験を積むこと
が後で必ず役に立ちます。学生生活で学んだことを
これから存分に発揮してください と激励しました。
在校生を代表して生徒会長の小川恵子さんが 先輩
は私たちのよき手本。自分の力を信じて、まっすぐ
進んでください と送辞を述べると、卒業生代表の
閑社和也君が 高校生活を充実させるのは自分自身、
何事にもチャレンジしてください と答辞を述べま
した。

卒業生の感想 後輩との別れが来てしまい、ジー
ンとなりました 授業だけでなく友達のことな
どでも相談できる先生に恵まれ、幸せでした 課
題研究発表で全国大会に行けました。大崎海星高
校で学べたのが誇りです

竹原市役所等で卒業研究成果報告 飛び立て、新しい世界へ

猫
探
偵
・
正
太
郎
の
冒
険

柴
田
よ
し
き

十
津
川
警
部
の
青
春西

村
京
太
郎

パ
ー
フ
ェ
ク
ト
プ
ラ
ン

柳
原

や
な
ぎ
は
ら

慧け
い

恋
愛
指
南
書

北
川

き
た
が
わ

悦
吏
子

え

り

こ

が
ん
は
予
防
で
き
る

坪つ
ぼ

野の

吉
孝

よ
し
た
か

野
菜
づ
く
り
名
人
の
知
恵
袋

加か

藤と
う

義
松

よ
し
ま
つ

ジ
ャ
ー
ジ
の
二
人

長
嶋

な
が
し
ま

有ゆ
う

ポ
リ
ス
マ
ン

永な
が

瀬せ

隼
し
ゅ
ん

介す
け

烈
火

れ
っ
か

の
月

野の

沢ざ
わ

尚
ひ
さ
し

ピ
ア
ノ
・
サ
ン
ド

平
田
俊
子

市
民
農
園
の
す
す
め

千
葉
県
市
民
農
園
協
会

月
の
鵜う

舟ぶ
ね

小
森
好
彦

ひ
ま
わ
り
会

絵
本
よ
み
か
た
り

わ
た
し
の
お
べ
ん
と
う

ぼ
く
の
お
べ
ん
と
う
他

時

分

開館時間

月 日 月 日の休館日休館日

日 月 火 水 木 金 土日 月 火 水 木 金 土

情情
報報
ププ
ララ
ザザ
・・
エエ
ルル



月 日、医療運動家早川一光さんの講演
会 続いきいき生きる が大崎上島文化セン
ターで開催されました。（町社会福祉協議会
主催）当日は開場まもなく満席に。 老いを
心配するよりも、生きる喜びをかみ締めて暮
らそう と笑いと拍手に満ちた 時間でした。
会場整理には、 私たちにできることを と
大串レッドレディースの皆さんが参加協力し
ました。
京都に帰られた早川さんご夫妻から、翌日
早速、島の皆さんへとメッセージが届きました。

私たちは、大崎上島ですごい活気をいた
だきました。もう大都会にはとっくに失われ
て見られない人間の情を全身にあびて帰りま
した。確かに過疎の悩みも深刻。しかし人が
減り、高齢化していくのをただ憂えているよ
り、残されているすばらしさを知ってほしい。
地域でそれぞれが自分の役の場をつくったら
いい。ささやかでもみんなの力を寄せ合った
とき、そこに活気が生まれます。暮らす人の
いきいきが、町のいきいきにつながるのです

人
と
心
が
財
産
、
こ
の
島
で
い
き
い
き
生
き
る

月 日、木江警察署管内少年補導協助員
連絡協議会（代表保名満さん）に県警本部長
と広島県の同会連合会長から、青少年健全育
成への寄与をたたえて感謝状が贈られました。
夜間の見回りや、 者の会（協助員・学校・

・警察）の毎月の情報交換会等の取り
組みと成果が認められたものです。 ただ厳
しいだけでなく、暖かく見守り声を掛けなが
ら青少年を育む姿勢がすばらしいと思いま
す と木江署生活安全刑事課長の新

しん

保
ぽ

さん。

声
か
け
て
、

者
で
青
少
年
健
全
育
成

月 ・ 日の 日間、東野中学校 年生
人が、学区内外 の事業所で職場体験学習

を行いました。 終了時間に、お疲れ様と言
われた時には、はぁ と気が抜けました 立
ちっぱなしで足がすごく痛かったけど、お店
の人は、足の痛さなんか感じないよと言われ
たのでさすがだなあと思いました など、生
徒たちは働くことの厳しさと充実感を学びま
した。
木江中、大崎中の生徒も職場体験を行いま

した。協力くださった事業所の皆さん、あり
がとうございました。

中
学
生
が
、
働
く
こ
と
を
体
験

月 日、木江ロードレースが開催されま
した。（町体育協会木江支部主催） 広島
ゆたか木江支所前をスタート・ゴールとして、
幼稚園児から一般まで 人が参加。大方は
児童・生徒ということで、沿道は家族の声援
で熱くなります。大会終了後のビンゴゲーム
もお楽しみの一つ。早春の木江の行事として
親しまれ、今年で 回目になります。（写真
は松本徳彦さん）

回
目
の
ロ
ー
ド
レ
ー
ス

笑いと拍手につつまれて



美しい国─ニュージーランド

《 》

“

” “ ”

《日本語》

あなた方の多くが知っているでしょう ラスト・サ

ムライ や ロード・オブ・ザ・リング のような最

近の映画はニュージーランドで撮影されました。景色

のいくらかはコンピュータで作り出したり、変えたり

したものではあったけれども、あなたが見たものの

多くは ％ニュージーランドのものでした。ホビッ

ト族が住んでいるのはニュージーランドで一番大きな

都市・オークランドの近くのゆるやかな緑の丘でした

し、そして、北島の中心のその山々はドゥーム山（滅

びの山）に変化していました。

ニュージーランドの景色は国中至る所で異なります

白い砂浜、雪に覆われた山、緑の野原、温泉と火山、

氷河とフィヨルド。

どうぞ皆さんいつかニュージーランドへおいでくだ

さい！

セーラ

神
峰
俳
句
ク
ラ
ブ

巡じ
ゅ
ん

錫
し
ゃ
く

の
大
師
を
し
た
ふ
遍
路
か
な

越
田
レ
イ
コ

鳥
雲
に
丹た

ん

波ば

杜と
う

氏じ

の
帰
る
こ
ろ

山
本

一
子

野
遊
び
の
声
し
づ
も
り
し
一
つ
星

平
岡

一
樹

渦
潮
俳
句
会

媛ひ
め

神
を
ま
つ
り
し
島
や
夜
の
桜は

な

吉
本

夏
女

花
冷
や
旅
立
つ
妻
の
厚
化
粧

吉
本

柿し

葉よ
う

競
り
声
に
指
踊
り
を
り
鰆
市

谷
口

眞し
ん

海か
い

南
風
俳
句
会

春
雪
や
光
ち
り
ば
め
灘
の
雲

藤
原
千
紗
子

鴨
引
い
て
水
面
流
る
る
雲
の
影

山
本

輝
明

淡
雪
や
背
山
に
光
あ
ふ
れ
つ
つ

芝
山

吉
宣

木
江
神
潮
俳
句
会

齢よ
わ
い

な
ど
忘
れ
て
春
に
心
解
く

小
池

華
子

高
速
艇
名な

残ご
り

の
春
の
水み

脈お

を
曳
き

小
川

知
子

春
風
に
吹
か
れ
少
女
の
ピ
ア
ス
鳴
る

酒
井
敬
一
郎

感動の、ロード・オブ・ザ・リング

月 日、東野公民館子ども料理教室で小
学生 人が ミンチととうふのハンバーグと
淡雪かん を作りました。

お
も
し
ろ
か
っ
た
、

お
い
し
か
っ
た

月 日、ヘルスサポーター健康教室に男
女 人が参加し、食生活についてのお話を聞
いたり調理実習を行ったりしました。

食
を
楽
し
む
、

暮
ら
し
を
考
え
る



最近話題となった狂牛病や鳥インフルエンザ及
び鯉ヘルペスなど動物を襲う恐ろしい病気です。
狂犬病もかつては日本で恐れられた時代もありま
した。幸い日本では 年間にわたり狂犬病が発生
していない希少な国ですが、狂犬病は毎年世界中
で約 万人が亡くなっている恐い病気です。海外
での咬傷事故、外国船からの持込による未接種犬
の上陸も増えており、世界では決して珍しい病気
ではありません。ぜひ、この機会に予防注射を受
けてください。
なお、生後 日以上の犬は登録及び予防接種が

義務づけられています。予防接種の時に死亡届そ
の他の変更届も受付けます。
既に登録済の飼い主の方には、つぎの日程によ
りはがきでご案内いたします。当日はそのはがき
を必ずご持参のうえ、接種を受けてください。
料金 注射のみで 一頭 円

新規登録と注射 一頭 円

菅
ゴ
ン
ち
ゃ
ん
は
、

月
号
（

）
の

む
さ
し
と
き
ょ
う
だ
い
。

甘
え
ん
坊
で
、

夜
は
一
緒
に
寝
て
い
ま
す

と
お
母
さ
ん

の
由
子
さ
ん
（
東
野
・
垂
水
区
）

月 日 実 施 場 所 時 間

月

日

明 石 会 館

沖 浦 農 業 開 発 セ ン タ ー

農 協 沖 浦 支 所 裏

上 の 谷 会 館

木 江 中 学 校 前 荷 揚 場

木 江 保 健 福 祉 セ ン タ ー

本 通 り 遊 園 地 前

木 江 会 館

末 光 商 店 前

岩 白 会 館

外 表 集 会 所

役 場 メ バ ル 崎 出 張 所

月

日

東 原 下 集 会 所

原 下 集 会 所

山 尻 集 会 所

本 郷 集 会 所

大 崎 上 島 町 大 崎 支 所

脇 の 浦 会 館

下 組 会 館

矢 弓 老 人 集 会 所

垂 水 フ ェ リ ー

月

日

瀬 井 集 会 所

大 串 老 人 集 会 所

西 野 公 民 館

大 西 集 会 所

向 山 集 会 所

大 崎 上 島 町 本 庁

月 日 実 施 場 所 時 間

明 石 会 館

沖 浦 農 業 開 発 セ ン タ ー

農 協 沖 浦 支 所 裏

上 の 谷 会 館

木 江 中 学 校 前 荷 揚 場

木 江 保 健 福 祉 セ ン タ ー

本 通 り 遊 園 地 前

木 江 会 館

末 光 商 店 前

岩 白 会 館

外 表 集 会 所

役 場 メ バ ル 崎 出 張 所

東 原 下 集 会 所

原 下 集 会 所

山 尻 集 会 所

本 郷 集 会 所

大 崎 上 島 町 大 崎 支 所

脇 の 浦 会 館

下 組 会 館

矢 弓 老 人 集 会 所

垂 水 フ ェ リ ー

瀬 井 集 会 所

大 串 老 人 集 会 所

西 野 公 民 館

大 西 集 会 所

向 山 集 会 所

大 崎 上 島 町 本 庁

す
で
員
一
の
族
家

木江 東野 大崎

日 程 時 間 場 所
月 日 大崎上島町本庁
月 日 広島ゆたか農協上島選果場
月 日 広島ゆたか農協木江集荷所

日 程 時 間 場 所 業務用 はかり は、定期検査を
県では、市町村の協力を得て次のとおり はかり
の定期検査を実施します。
商店、工場、学校、保育所、病院、及び薬局など
で はかり を取引又は証明に使用している方は、
必ずこの検査を受けてください。
定期検査を受けないで、 はかり を業務用に使
用すると、計量法違反として処罰されることがあり
ます。
但し、県に登録している計量士による検査を受け、
その旨を県に届け出た はかり については、この
検査が免除されます。（代検査制度）
大崎上島町では、左記の日程で検査を行う予定で
す。
計量についてのご相談は、
広島県商工労働部測量検定室
町商工観光課

業務用 はかり は、定期検査を

電 気 式

は か り

以下 円
ばね式指示

は か り

以下 円

以下 円 以下 円

以下 円 以下 円

以下 円 機 械 式

は か り

以下 円

以下 円 以下 円

はかり の汚れをよく落とし、指針等が振れないようにし
て持ってきてください。

主な はかり の検査手数料

ヘルスメーター、キッチンスケールなどで家庭用の表示の
ある はかり は業務上取引きは証明用の計量に使用できま
せん。



TAX

COMUNITY

ご存知ですか？軽自動車税の減免制度
障害者等に対する減免

大崎上島町では、身体障害者、戦傷病者、知的障害者又は精神障害者（以下 身体障害者等 という）が
積極的に社会活動に参加できるよう税制面から配慮し、一定の要件を満たす場合、軽自動車税を申請によっ
て減免することとしています。
減免を希望される方は、大崎上島町税務課までお問い合わせください。
次の表のア オの、いずれかに該当する場合、軽自動車税が減免の対象となります。

（注） ． 家族 とは、本人（身体障害者等）と生計を一にしている人のことです。

．障害の程度により、減免対象外となる場合があります。

減免申請の手続きについて…
・減免申請は、税務課（本庁）、各支所地域振興課住民係で受け付けます。
・納期限前 日までに次に掲げる物を添付し、手続きしてください。
減免を受けようとする軽自動車等の検査証（原付の場合は、標識交付証明書など）
運転免許証
身体障害者等の手帳
印鑑
納税通知書（毎年 月中旬に発送）

ご存知ですか？軽自動車税の減免制度

軽自動車の所有（取得）者 運転者 使用の目的 障害の程度等

本 人 本 人 特に問わない ・身体障害者手帳
・戦傷病者手帳
・療育手帳
・精神障害者保健福祉手帳
の交付を受けている人
（障害の程度には、上記の
要件の他に、その障害の認
定等級が考慮されます。）

家 族 本 人

本人の通学、通院、
通所、生業等のため
に専ら使用すること

本 人 家 族

家 族 家 族

身体障害者等のみで構成される世帯の構成員 常時介護者

軽自動車の所有（取得）者 運転者 使用の目的 障害の程度等

東
野
・
白
水
区
が
、
広
島
県
知
事
か
ら
せ
と
う
ち
海
援
隊

と
し
て
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
せ
と
う
ち
海
援
隊
は
、
瀬
戸
内

海
の
沿
岸
の
清
掃
美
化
活
動
団
体
と
し
て
県
が
認
め
た
も
の

で
、
そ
の
活
動
を
県
と
町
と
が
支
援
す
る
と
い
う
契
約
が
、

こ
の
ほ
ど
広
島
県
知
事
、
大
崎
上
島
町
長
、
白
水
区
長
の

者
間
で
締
結
さ
れ
ま
し
た
。

白
水
区
は
白
水
港
を
臨
ん
で
町
の
玄
関
で
も
あ
る
こ
と
か

ら
、
地
域
住
民
の
美
化
意
識
が
高
ま
り
、
こ
こ

年
来
、
毎

月

回
、
区
を
あ
げ
て
町
内
の
道
路
清
掃
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
に
も
、
海
の
記
念
日
や
入
梅
に
合
わ
せ
た
み
ぞ
掃

除
、
盆
前
の
墓
所
参
道
清
掃
、
農
道
の
清
掃
な
ど
年
間
を
通

じ
て
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
白
水
区
は
小
原
川
流
域
と
海

岸
沿
い
に
広
が
る
地
域
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
区
内
の
美
化
は

そ
の
ま
ま
瀬
戸
内
海
の
美
化
に
つ
な
が
り
ま
す
。
み
ん
な

で
助
け
合
っ
て
、
自
分
た
ち
の
地
域
は
自
分
た
ち
で
き
れ
い

に
、
と
い
う
思
い
で
続
け
て
い
ま
す

と
白
水
区
長
の
長
谷

川
南な

ん

城
じ
ょ
う

さ
ん
。

白
水
区
が
、
せ
と
う
ち
海
援
隊
に自分たちの地域は自分たちできれいに、

と白水区長長谷川南城さん



HISTORY

ふ
る
里
の
伝
承
・
巻
三
の
出
版
に
寄
せ
て

こ
の
度
関
係
各
位
の
御
配
慮
に
よ
り

ふ
る
里
の

伝
承
・
巻
三

を
出
版
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

定
年
後
帰
郷
し
て
二
十
年
に
渡
り
旧
大
崎
町
の
郷

土
史
研
究
会
に
参
画
し
、
会
員
の
方
々
と
郷
土
の
歴

史
・
伝
承
・
民
話
な
ど
を
探
索
、
研
究
し
そ
の
成
果

を
町
民
の
皆
様
と
共
有
す
る
た
め
に
、
ふ
る
里
の
民

話
、
ふ
る
里
の
伝
承
、
続
ふ
る
里
の
伝
承
と
教
育
委

員
会
よ
り
発
行
し
て
頂
き
ま
し
た
。
今
回
郷
土
史
研

究
会
を
終
講
と
致
し
ま
し
た
が
、
研
究
会
の
資
料
が

共
に
消
え
去
る
こ
と
を
惜
し
む
声
に
よ
り
、
未
出
版

の
資
料
を

ふ
る
里
の
伝
承
・
巻
三

と
し
て
発
行

し
て
頂
く
こ
と
に
な
り
、
資
料
を
整
理
し
、
一
部
補

大
崎
上
島
町
の
郷
土
史
研
究
家
金
原
兼
雄
さ
ん
（
原
田
）
の

ふ
る
さ
と
の
伝
承
・

巻
三

が
、
大
崎
上
島
町
教
育
委
員
会
か
ら
出
版
さ
れ
ま
す
。
金
原
さ
ん
は
、
大
崎

上
島
の
民
話
の
聞
き
書
き
を
始
め
郷
土
の
歴
史
の
掘
り
起
こ
し
に
、
長
年
に
わ
た
り

尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。
発
刊
に
寄
せ
る
思
い
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

足
し
て
編
集
致
し
ま
し
た
。
今
回
を
も
っ
て
最
終
編

と
な
り
、
発
行
は
四
月
の
予
定
で
す
。

郷
土
史
研
究
会
と
共
に
歩
ん
だ
二
十
年
、
こ
の
間

大
崎
上
島
で
最
古
の
も
の
、
埋
も
れ
て
い
た
歴
史
の

解
明
、
他
に
類
の
少
な
い
貴
重
な
も
の
な
ど
新
し
い

発
見
が
あ
り
胸
が
お
ど
る
思
い
が
あ
り
ま
し
た
。

素
人
の
筆
者
が
壁
に
突
き
当
た
り
な
が
ら
調
査
、

研
究
し
て
編
集
し
た
も
の
で
不
備
な
点
が
多
々
あ
る

と
思
い
ま
す
が
御
了
承
下
さ
い
。
ふ
る
里
を
愛
す
る

筆
者
の
一
灯

一
連
の
ふ
る
里
の
伝
承

が
多
少
な

り
と
も
大
崎
上
島
を
知
っ
て
頂
く

と
も
し
び

と

な
れ
ば
幸
い
で
す
。

島にあるよいものを、もっと内外の人に知っ
てもらいたい と郷土史研究家 金原兼雄さん

木
江
浦
節
の
曲
を
知
っ
て
い
る
人
は
い
ま
せ
ん
か
。

作
詩

野
口
雨う

情
、

じ
ょ
う

作
曲

藤
井
清き

よ

水み

、
い
ず
れ
も
日
本
の
代

表
的
な
作
詩
・
作
曲
家
で
す
。

当
時
の
み
な
と
町
、
木
江
港
の
情
緒
を
愛
し
た
野
口
雨
情
が
松

本
旅
館
に
宿
泊
し
て
、
昭
和
十
四
年
八
月
十
二
日
に
発
表
し
て
い

ま
す
が
、
現
在
ま
で
の
調
査
で
は
知
っ
て
い
る
人
が
見
つ
か
っ
て

い
ま
せ
ん
。

藤
井
清
水
は
呉
市
焼
山
の
出
身
で
和
曲
で
は
世
界
的
に
評
価
さ

れ
て
い
る
作
曲
家
で
す
。
こ
の
著
名
な
人
達
の
足
跡
が
大
崎
上
島

に
残
さ
れ
て
い
な
が
ら
、
忘
れ
ら
れ
て
し
ま
っ
て
い
ま
す
。
残
念

な
こ
と
で
す
。

木
江
浦
節

の
曲
を
ご
存
じ
の
方
は
、
金
原
さ
ん
に
ご
連
絡

下
さ
い
。

木表 木
江
浦
節

念絡

ホール神峰 席数 、気軽にご利用を

サークルの発表会や合同演奏会等に活用いただいて
います。 ホールの広さに感動した 思ったより安く
利用できた などの声が寄せられています。利用料は
時間帯や使用設備により異なるので、利用を検討され
る時にはお問合せください。
イベント実行委員会主催の催しで、昨年度特に人気

が高かったのは、 大和の風（太鼓と津軽三味線） と
神楽 。殊に神楽は公演前にチケットを完売しました。
今年度は、 月に ウィーン・ゾリステントリオと

その仲間たち を開催します。世界に名だたるウィー
ンフィルの演奏者と琴の合同演奏会を、どうぞお楽し
みに。

ホール神峰 席数 、気軽にご利用を
情報プラザ・エル くつろぎの空間
情報プラザ・エルの蔵書は、約 冊（内児童書

約 ）、パソコンの館内無料貸出、ビデオや
のソフトを視聴できます。本の貸出数は 月末で

冊を越えました。今年度の来館者の延べ人数は
約 人を見込み、総ガラス張りの明るい部屋で
ゆっくり本を選んだり、備え付けの新聞や雑誌を読ん
だり、パソコンでインターネットサーフィンをしたり、
幅広い年齢層の方々に利用されています。図書の貸し
出し等には図書利用者カードの作成が必要です。ご本
人を確認できるもの（免許証や保険証等）があればす
ぐに作成することができます。

問い合わせ先 大崎上島文化ホール

大崎上島文化センターは、多目的ホール 神峰 と図書室 情報プラザ・エ
ル を合わせた文化施設です。旧 町の共同利用を目的として平成 年に完成
しました。



月

日

朝
、
天
満
港
ほ
か

町
内

港
で
、
来
島
し
た
狩
猟
者

に
対
し
て

適
正
な
狩
猟
を

と

呼
び
か
け
ま
し
た
。
実
施
し
た
の

は
、
町
・
広
島
県
東
広
島
地
域
事

務
所
・
木
江
警
察
署
・
町
猟
友
会
。

広
島
県
が
イ
ノ
シ
シ
の
狩
猟
期

間
を

ヶ
月
延
長
し
た

月
中
旬

か
ら
狩
猟
者
の
来
島
が
増
え
、
狩

猟
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
が
相
次
い

だ
こ
と
か
ら
、
住
民
の
安
全
を
図

る
こ
と
を
目
的
に
、
啓
発
活
動
を

行
っ
た
も
の
で
す
。

指
導
農
業
士
に
認
定
さ
れ
ま
し
た

指
導
農
業
士
に
認
定
さ
れ
ま
し
た

労
災
保
険
の
こ
と
な
ら
、
迷
わ
ず
ご
相
談
を

労
災
保
険
情
報
セ
ン
タ
ー
は
、
厚
生
労
働
省
の
委
託
を
受
け
て
労
災

保
険
制
度
全
般
の
ご
相
談
を
お
受
け
し
て
い
ま
す
。
相
談
は
無
料
、
秘
密

は
厳
守
し
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

労
災
保
険
情
報
セ
ン
タ
ー
（
略
称

）
広
島
事
務
所

相
談

労
災
保
険
の
こ
と
な
ら
、
迷
わ
ず
ご
相
談
を

広
島
県
の
指
導
農
業
士
と
し
て
、

松
岡
光
志
さ
ん
と
藤
原
憲
照
さ
ん

が
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
お

人
が
、

こ
れ
ま
で
農
業
士
と
し
て
こ
の
地

域
で
柑
橘
や
施
設
栽
培
等
農
業
経

営
の
指
導
的
役
割
を
担
っ
て
き
た

こ
と
を
認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

大
崎
上
島
で
は
初
。

松
岡
光
志
さ
ん（
原
田
・
写
真
上
）

藤
原
憲の

り

照あ
き

さ
ん（
中
野
・
写
真
下
）

安
全
な
狩
猟
を
呼
び
か
け

安
全
な
狩
猟
を
呼
び
か
け

ワ
ン

コ
イ
ン
シ
ネ
マ

コ
イ
ン
ひ
と
つ
で
気
軽
に
映
画

が
見
ら
れ
た
ら
い
い
な
と
思
っ
て

い
ま
し
た
。
収
益
の
目
標
は
か
か

る
費
用
分
。
と
こ
ろ
が
、
上
映
会

の

週
間
後
に
テ
レ
ビ
放
映
さ
れ

る
こ
と
が
わ
か
り
、
参
加
協
力
券

を
求
め
て
く
だ
さ
る
方
に
、

テ

レ
ビ
で
や
り
ま
す
け
ど
よ
ろ
し
い

で
す
か

と
お
断
り
を
し
つ
つ
。

（
笑
い
）
当
日
券
で
よ
う
や
く
目

標
達
成
で
き
ま
し
た
。

活
動
の
は
じ
ま
り
は
島
で

子
ど
も
た
ち
と
舞
台
鑑
賞
を

竹
原
お
や
子
劇
場
で
、
生
の
舞

台
を
鑑
賞
す
る
喜
び
を
重
ね
、
島

で
舞
台
鑑
賞
を
し
た
い
と
い
う
願

い
を
持
ち
ま
し
た
。

年
中
野
小

体
育
館
で
開
催
し
た
わ
ら
び
座
の

ブ
ナ
が
く
れ
た
笛

で
上
演
実

行
委
員
と
し
て
参
画
し
、
次
い
で

年
、劇
団
え
る
む
の
ち
い
ち
ゃ

ん
の
影
お
く
り

の
上
演
を
す
る

際
に
、

人
の
メ
ン
バ
ー
で
大
崎

こ
の
島
で
、
心
に
響
く
こ
と
を

上
島
舞
台
鑑
賞
会
あ
す
な
ろ
を
結

成
し
ま
し
た
。

と
り
あ
え
ず
前
向
き
に

考
え
て
み
る
、と
い
う
姿
勢
で

こ
う
い
う
の
ど
う
か
な

と

切
り
出
す
と
、
ま
ず
は
肯
定
的
な

答
え
。

ど
う
し
た
ら
で
き
る
か

ね

と
前
向
き
に
方
法
を
探
す
。

夢
を
か
た
ち
に
す
る
た
め
に
共
に

考
え
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
担
う
。

一
人
が
担
う
役
割
の
部
分
で
は
時

に
孤
独
感
も
味
わ
い
、
時
に
衝
突

も
あ
る
け
れ
ど
も
、
一
人
一
人
の

働
き
が
束
に
な
っ
た
と
き
目
的
が

叶
う
の
だ
と
。
や
り
遂
げ
た
あ
と

の
喜
び
を
最
も
分
か
ち
合
え
る
の

も
仲
間
。
好
き
な
こ
と
を
や
る
に

も
、
多
く
の
人
の
お
か
げ
が
あ
る

こ
と
。
島
内
に
熱
烈
な
映
画
愛
好

家
の
存
在
を
知
っ
た
り
、
初
め
て

大
き
な
ス
ク
リ
ー
ン
で
映
画
を
観

た
と
感
動
し
て
く
だ
さ
る
方
が

あ
っ
た
り
、
毎
回
、
何
か
発
見
が

あ
り
心
に
残
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

感
動
を
分
か
ち
合
う

あ
す
な
ろ
が
企
画
し
て
い
る
の

は
、
映
画
・
舞
台
劇
な
ど
、
ジ
ャ

ン
ル
も
い
ろ
い
ろ
。
あ
え
て
い
う

な
ら
、
心
に
響
く
も
の
。
自
分

だ
け
が
楽
し
み
た
い
な
ら
出
か
け

て
い
け
ば
い
い
の
で
す
。
テ
レ
ビ

や
ビ
デ
オ
で
観
た
っ
て
い
い
。
で

も
、
み
ん
な
で
と
も
に
感
動
を
分

か
ち
合
う
機
会
を
重
ね
た
い
と
思

う
の
で
す
。
今
、
わ
た
し
た
ち
の

で
き
る
こ
と
を
、
わ
た
し
た
ち
の

ペ
ー
ス
で
。

月

日
、
大
崎
上
島
文
化
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル
神
峰
で
映
画

た
そ
が
れ
清
兵
衛

が
上
映
さ
れ
ま
し

た
。
主
催
は
あ
す
な
ろ
。
あ
す
な
ろ
は
主
婦

人
の
グ
ル
ー
プ
で
、

年
程
前
か
ら
年
に

本
の
ペ
ー

ス
で
映
画
の
上
映
会
等
を
企
画
・
開
催
し
て
い
ま
す
。
代
表
の
玉
田
幸
美
さ
ん
（
大
串
）
と
事
務
局
の

村
田
由
基
子
さ
ん
（
東
野
）
に
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。

村田由基子さんと玉田幸美さん



高視聴率を維持し話題になっている 白い巨塔
を、私も毎週みています。
財前教授が非常に悪者扱いされていることに同業

者として同情すべきところがあり、一言書かせてい
ただきたいと思います。
財前教授の選んだ治療法は現在の医療では最も常

識的な選択であり、手術及びその後の治療に関して
も妥当なもので問題はなく、患者さんが術後の
週間に癌性リンパ管症で死亡することは極めてま

れで、誰も予測することはできなかったでしょう。
患者さんが死亡してから、裁判に際してのあの自

信満々の高慢な態度が皆さんの反応を買っているの
だと思います。
現在の医師が、ドラマのような対応をするとはと

ても思えませんが、彼が唯一犯した過ちは、手術を
望んでいない患者に十分な説明を行わずに手術を強
要したことでした。結果が良ければ問題はなかった
のでしょうが、医療、特に癌の治療に関しては ％
確実なものはなく、まれに不幸な結果となることも
あります。患者さんは誰も手術を受けたくないと思
うのは当然で、私が患者であっても手術を受けずに
直すことをまず考えると思います。
私たち外科医は、手術が最良の治療法だと考える

県立安芸津病院 （ ）

外科部長 大田垣 純 先生 白い巨塔をみて

から患者さんに手術を勧めるのであって、そのため
に十分に手術の必要性やそれに伴う危険性を説明し、
納得していただいたうえでしか手術は行いませんし、
当然安全のためには最善を尽くします。
しかし、現実の世界ではもっとひどい医療事故が
起こってしまいました。
東京慈恵会医大附属病院の腹腔鏡下前立腺摘出手
術で、担当の医師たちは十分な知識も技術も経験も
ないのに、よそではあまりやっていない難しい手術
をしようとして患者さんを死亡させてしまいました。
医師の資格を持ったものがやったこととは思えな
い、患者さんを無視した自分の野望のためだけの手
術で、医療に対する信頼性をおおいに損なうことと
なりました。
当院でも、腹腔鏡下手術を行っていますが、手術
が普及した十数年前より経験をつんでおり、有用性
と安全性の確立した手術のみを十分な準備をしてか
ら行っていますので、安心して治療を受けていただ
きたいと思います。
また、手術に限らず、少しでも疑問があれば遠慮
されずに何度でも医師に説明を求めていただき、十
分に納得して治療を受けていただきたいと思います。

予防接種のお知らせ

月からお問い合わせ先が変わります
大崎上島町では、ポリオ、ツベルクリン反応検査、 以外の予防

接種については、予防接種券方式をとっています。（ポリオ、ツベルクリ
ン反応検査、 は町から個別に通知します）そのため、接種時期の指
定はありませんが、多くの方々が接種を希望される町内医療機関につい
ては、接種時期が共通に決まっています。
月からの予定については、配布された平成 年度大崎上島町内予防

接種予定表及び広報のヘルシーアイランドのページをご覧ください。
問い合わせ先 保健衛生課（木江支所内）

予防接種のお知らせ 難病患者と家族のつどい
（ の会）

保健所では、難病で治療中の方や
家族の方が地域で健やかに生活する
ための知恵や工夫を学び、お互いに
支え合う仲間づくりを目的に、患者
と家族の会を実施しています。ガー
デニングや作品作り、病気について
学習会などをしている楽しい会です。
ご家族のみの参加も歓迎しています。
会の皆さんも新しい会員さんが来ら
れるのを楽しみにしています。まず
は、見学から。ご参加をお待ちして
います。
日時 毎月第 木曜日

午後 時 分 時 分
場所 東広島地域事務所庁舎 階

保健相談室
事前に電話連絡を。変更になるこ
とがあります。
問合せ先 東広島地域保健所

保健課 健康増進係
内線

難病患者と家族のつどい
（ の会）

保健衛生課（木江支所内） ・

精神保健福祉相談のご案内
心の病について、本人に限らず家族や関係者からの相談に応じます。

相談の秘密は厳守します。
精神科医による精神保健福祉相談日（毎月第 金曜日）
と き 月 日
ところ 東広島地域保健所
要予約（前日の午前中までに）

精神保健福祉相談員による相談
電話で、面接で、随時受け付けています。

相談・予約・問い合わせ先
東広島地域保健所保健課 内線

精神保健福祉相談のご案内
心の病について、本人に限らず家族や関係者からの相談に応じます。

相談の秘密は厳守します。
精神科医による精神保健福祉相談日（毎月第 金曜日）
と き 月 日
ところ 東広島地域保健所
要予約（前日の午前中までに）

精神保健福祉相談員による相談
電話で、面接で、随時受け付けています。

相談・予約・問い合わせ先
東広島地域保健所保健課 内線



みずみずしく元気な春野菜がいっぱいの

季節になりました。今回は旬の春野菜と青

背の魚の代表格のアジの組み合わせです。

アジ、サバ、イワシなどの青背の魚には

（エイコサペンタエン酸）と

（ドコサヘキサエン酸）という不飽和脂肪

酸が多く含まれています。 は血管

内で血液が固まらないようにしたり、血管

を広げて血液の流れをよくすることで、動

脈硬化、高血圧、高コレステロール血症な

どを防ぎます。 も、血中の悪玉コ

レステロール（ ）を減らして善玉コ

レステロール（ ）を増やしたり、中

性脂肪を減らす働きがあります。その魚と

活性酸素の発生を防ぐビタミン （カロ

テン）、 、 の多い春野菜を組み合わせ

ると、青背の魚の脂の酸化を防ぐ役目をし

てくれます。また、オリーブ油としょうゆ

を合わせたドレッシングはご飯にもパンに

も合います。春の暖かい風を感じながら春

野菜の元気をいただきましょう。

精神疾患は、誰もがかかる可能性があります

クイズ 精神疾患は、めったにない特別な病気である
育て方や家庭環境が悪いから、かかる
治らない病気である

答えは、すべて いいえ です。
精神疾患（統合失調症、うつ病など）は、非常にあ
りふれた病気です。

人に 人程度の割合で、地域、男女の違いに
差はなく、 誰にでも起こる 可能性のある病気です。
糖尿病や高血圧などと同じような慢性疾患の つで、
一部障害が残る場合もあります。また、うつ病もこ
ころの風邪と言われるように、誰でも起こりうる病
気です。
精神疾患は、おもに脳機能の障害で起こる病気であり、
育て方や環境のせいで起きるものではありません。
脳をはじめとした神経系の働きの不調によって起

こります。統合失調症は、まだはっきりした原因は、
解明されていませんが、過剰なストレスがもとで、
脳を覚醒させる方向で働く神経伝達物質が、神経系
で必要以上に出てしまっている状態です。車で例え
ると、オーバーヒートした状態です。

菜の花

アジ（中） 匹

塩 小さじ

ドレッシング

レモン汁 小さじ

粒マスタード 大さじ

濃口しょうゆ 大さじ と半分

オリーブ油 大さじ と半分

プチトマト 個

アジは三枚におろし、全体に軽く塩

をふりざるにのせ、 分くらい

冷蔵庫に入れる。

菜の花は冷水にしばらく放して

シャッキリとさせる。

の菜の花はサット色よくゆで、冷

水にとり、食べやすく切って水気を

よく絞る。

のアジは中心の小骨を抜き取って、

皮をむき、斜めそぎ切りにする。

ボウルにドレッシングの材料を合わ

せて混ぜる。その中にアジを入れて

なじませ、 の菜の花を加えてサッ

とあえ、器に盛る。 つ切りしたプ

チトマトを添える。

元気な春野菜と青魚でパワーアップ

菜の花とアジのレモンドレッシング

材料と分量
（ 人分）
材料と分量 作り方作り方

Healthy Island

精神疾患は治療可能な病気です。きちんとした治療
と、リハビリテーション、まわりの人の理解が回復
のポイントです。
現代は、ストレスが非常に多く、誰もが、精神疾
患にかかる可能性があります。精神疾患も、早期発
見、早期治療が重要です。
眠れない、食欲がおちた、音に敏感になった、落ち
着かないなどの身体の状態や考えがまとまらない、頭
がなんとなく騒がしいなどの状態が長く続くようなら、
かかりつけ医、専門医に相談、受診しましょう。
次の機関でも、相談・問い合わせに応じますので、
ご利用ください。

機 関 名 住 所 電 話

広島県立総合精神保健福
祉センター

安芸郡坂町北新
地二丁目

広島県立東広島地域保健
所保健課 保健対策係

東広島市西条昭
和町

大崎上島町
保健衛生課 保健指導係

大崎上島町木江
直通

機 関 名 住 所 電 話

保健師・栄養士直通

エネルギー
たん白質
塩分



い
ろ
い
ろ
お
知
ら
せ
の
ペ
ー
ジ

大
崎
上
島
町
役
場

電
話
（

）

平
成

年

月
か
ら
の
国
民
年
金
保
険
料
納
付
案
内
書
は
、

社
会
保
険
庁
か
ら

月
初
旬
に
直
接
送
付
さ
れ
ま
す
。

保
険
料
は
社
会
保
険
庁
か
ら
送
付
さ
れ
た
納
付
案
内
書
に

よ
っ
て
、
最
寄
り
の
銀
行
、
郵
便
局
、
信
用
金
庫
、
労
働
金

庫
、
農
協
、
漁
協
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
及
び
社
会
保

険
事
務
所
で
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

納
め
忘
れ
を
防
ぐ
た
め
、
口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

な
お
、
一
定
期
間
分
を
ま
と
め
て
納
め
る
と
割
引
に
な
る
、

お
得
な
前
納
制
度
が
あ
り
ま
す
。

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
に
つ
い
て

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
に
つ
い
て

広島県では、これまで県職員が実施していた 道路巡視業務 を平成 年
月 日から民間に委託しました。
この業務は、道路を安全に使っていただくために行うもので、道路を点検
パトロールし、破損箇所や落下物を見つけた場合は、できる限りの応急処置
を行います。パトロールに使用する車両は、これまでと同様、黄色の車体に
白色の帯を配した車両です。
問合せ先 広島県東広島地域事務所建設局竹原支局維持管理課

─ ─ 内線 、

県 の 道 路 巡 視 業 務、 民 間 委 託 へ

労
働
保
険
の
平
成

年
度
確
定
保
険
料
と
、
平
成

年
度
概
算
保
険
料

の
申
告
・
納
付
手
続
き
（
年
度
更
新
手
続
き
）
の
時
期
に
な
り
ま
し
た
。

月

日
ま
で
に
、
労
働
保
険
概
算
・
確
定
保
険
料
申
告
書

を
作
成

し
保
険
料
を
添
え
て
最
寄
り
の
銀
行
・
郵
便
局
等
金
融
機
関
か
、
労
働
基

準
監
督
署
ま
た
は
、
広
島
労
働
局
総
務
部
労
働
保
険
徴
収
課
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

こ
の
手
続
き
を
怠
る
と
、
政
府
が
労
働
保
険
料
の
額
を
決
定
す
る
こ
と

に
な
り
、
そ
の
決
定
額
に
対
し
て
追
徴
金
も
課
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す

の
で
、
お
早
め
に
申
告
・
納
付
し
て
期
限
ま
で
に
必
ず
完
了
し
て
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

詳
し
く
は
、
お
近
く
の
労
働
基
準
監
督
署
ま
た
は
広
島
労
働
局
総
務
部

労
働
保
険
徴
収
課
（

）
に
お
尋
ね
く
だ

さ
い
。

労
働
保
険
の
年
度
更
新
手
続
き
は
お
早
め
に

労
働
保
険
の
年
度
更
新
手
続
き
は
お
早
め
に

た
だ
し
、
選
挙
人
名
簿
登
録
地
以
外
の
市
区
町
村
や
病
院
、
老
人
ホ
ー

ム
等
に
お
け
る
投
票
は
従
来
ど
お
り
の
不
在
者
投
票
に
よ
り
ま
す
。

期
日
前
に
投
票
し
よ
う
と
す
る
日
に
は
未
だ
選
挙
権
を
有
し
な
い
人

（
例

選
挙
期
日
に
は

歳
を
迎
え
る
が
選
挙
期
日
前
に
は

歳
で
あ
る
）

は
、
市
区
町
村
の
選
挙
管
理
委
員
会
で
従
来
ど
お
り
の
不
在
者
投
票
に
よ

り
ま
す
。

投
票
期
間

告
示
日
の
翌
日
か
ら
選
挙
期
日
の
前
日
ま
で
（
従
来
は
告
示

日
か
ら
）

投
票
時
間

午
前

時

分
か
ら
午
後

時
ま
で
（
支
所
は
変
更
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
）

郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票
の
拡
大

介
護
保
険
法
上
の
要
介
護
者
で
、
要
介
護

で
あ
る
方
も
、
郵
便
等
に

よ
る
不
在
者
投
票
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
事
前
に
郵
便
投
票
等
投
票

証
明
書
が
必
要
で
す
。
手
続
き
は
お
早
め
に
。

郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票
の
場
合
の
代
理
記
載
制
度

次
の
方
は
、
あ
ら
か
じ
め
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長
に
届
け
た
人
（
有

選
挙
権
者
）
に
代
理
で
記
載
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

身
体
障
害
者

手
帳
に
上
肢
ま
た
は
視
覚
の
障
害
の
程
度
が

級
と
記
載
さ
れ
て
い
る
方

戦
傷
病
者
手
帳
に
上
肢
ま
た
は
視
覚
の
障
害
の
程
度
が
特
別
項
症
か
ら

第

項
症
で
あ
る
と
記
載
さ
れ
て
い
る
方

詳
し
く
は
、
町
選
挙
管
理
委
員
会
（
総
務
課
）
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

選
挙
期
日
前
の
投
票
手
続
が
改
正
さ
れ
ま
し
た

選
挙
期
日
前
の
投
票
手
続
が
改
正
さ
れ
ま
し
た

期
日
前
投
票

宣
誓
書
に
事
由
の
選
択
と
署
名
を
す
れ
ば
、
投
票
用
紙
を

直
接
投
票
箱
に
入
れ
る
だ
け
で
完
了
し
ま
す
。（
従
来
の
よ
う
に
封
筒

に
入
れ
て
そ
れ
に
署
名
す
る
と
い
っ
た
手
続
き
は
不
要
で
す
）

対
象
と
な
る
投
票

選
挙
人
名
簿
登
録
地
の
市
区
町
村
で
行
う
投
票

平
成

年

月

日
か
ら
、
児
童
手
当
の
支
給
対
象
年
齢
が
、
現
在
の

義
務
教
育
就
学
前
（

歳
に
到
達
し
た
年
度
末
）
ま
で
か
ら
、
小
学
校
第

学
年
の
修
了
前
（

歳
に
到
達
し
た
年
度
末
）
ま
で
に
拡
大
さ
れ
ま
す
。

新
た
に
、
児
童
手
当
等
を
受
け
よ
う
と
さ
れ
る
児
童
の
保
護
者
の
皆
さ

ん
は
、
市
区
町
村
の
窓
口
（
公
務
員
は
勤
務
先
）
で
認
定
請
求
等
の
手
続

き
が
必
要
で
す
。（
所
得
が
一
定
額
以
上
の
場
合
、
支
給
さ
れ
な
い
こ
と

が
あ
り
ま
す
）

詳
し
く
は
、
町
福
祉
課
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

、

道路や施設に関するご意見、ご要望は
県担当課または、巡回中の委託業者へ

年前納 円
半年前納 円

児
童
手
当
が
小
学
校

年
生
ま
で
拡
大
さ
れ
ま
す

児
童
手
当
が
小
学
校

年
生
ま
で
拡
大
さ
れ
ま
す



年 月 日
月 日

月 日 曜 行事・場所

日
上島腎友会講演会 大崎上島文化センター 時 分

当番医 円山医院

月 健康相談・栄養相談 沖浦漁村センター

火 西野小入学式、大崎中入学式

水

木江小・東野小・中野小入学式、木江中・東野中入学式

健康相談・栄養相談 東野保健福祉センター （受付）

・ 向山集会所 （受付）

上島トーク会 東野保健福祉センター

木 育児相談（きらきらランド） 東野保健福祉センタ （受付）

金 ポリオ予防接種 大崎上島総合開発センター （受付）

日 当番医 越智医院

月 木江幼稚園・大崎幼稚園入園式

火
ポリオ予防接種 東野保健福祉センター （受付）

上島コスモス 東野保健福祉センター

日 当番医 田村医院

月 ポリオ予防接種 木江保健福祉センター （受付）

水

健康相談・栄養相談 大串老人福祉センター

断酒会 東野保健福祉センター

育児相談（きらきらランド） 大崎上島開発総合センタ

（受付）

木
上島トーク会 東野保健福祉センター

広島商船文化セミナー 東野文化センター

日
ひまわり会絵本の読み語り 情報プラザ・エル

当番医 岡本医院

月

歳 ヶ月児・ 歳児健康診査 大崎上島総合開発センター

（受付）

フッ素塗布・歯科検診 大崎上島総合開発センター （受付）

火
乳幼児健康診査 木江保健福祉センター （受付）

フッ素塗布・歯科検診 木江保健福祉センター （受付）

水 乳児健康診査 大崎上島総合開発センター （受付）

木 当番医 寺元医院

金

乳幼児健康診査 東野保健福祉センター （幼児受付）

（乳児受付）

軽自動車税納期限

日 当番医 沖本クリニック

月 当番医 ときや内科

火 当番医 満岡医院

水 当番医 射場医院

木
健康相談・栄養相談 明石会館

健康相談 瀬井集会所

金 マタニティスクール 東野保健福祉センタ

日

海技免状更新講習 東野文化センタ （受付） （講習）

問い合わせ先 中国船舶職員養成協会

当番医 伊藤医院

月 日 曜 行事・場所

当番医

当番医

当番医

当番医

当番医

当番医

当番医

当番医

当番医

当番医

国税専門官と
税務職員の採用試験

国税専門官

受験資格
昭和 年 月 日から昭和
年 月 日生まれの者、昭和
年 月 日生まれの者で次に掲
げる者
大学を卒業した者及び平成
年 月までに大学を卒業する
見込みの者
人事院が に掲げる者と同等
の資格があると認める者
受付期間
月 日まで

第 次試験日
月 日

税務職員

受験資格
昭和 年 月 日から昭和
年 月 日生まれの者
受付期間
月 日から 月 日

第 次試験日
月 日

問合せ先
広島国税局人事第二課試験研
修係

当番医は変更になることがあります。受診の前に確認してください。

広島県職員採用試験
第 回警察官試験

受験資格
昭和 年 月 日から昭和 年
月 日生まれの者

受付期間
月 日まで

第 次試験日
月 日

問合せ先
広島県人事委員会事務局公務員室

広島県職員採用試験



発
行
日

（

）年

月

日

発
行
編
集

大
崎
上
島
町
企
画
課

広
島
県
豊
田
郡
大
崎
上
島
町
東
野

番
地

人身事故
物損事故合計件数

発生件数 死 者 傷 者

大崎上島町 【 】 【 】 【 】 【 】 【 】

木江署管内 【 】 【 】 【 】 【 】 【 】

人身事故
物損事故合計件数

発生件数 死 者 傷 者

大崎上島町 【 】 【 】 【 】 【 】 【 】

木江署管内 【 】 【 】 【 】 【 】 【 】

年交通事故発生状況
死亡事故 日数 日 （平成 ）年 月末現在

【 】は （平成 ）年 月末の数字です

広報 大崎上島 は、ホームページでご覧になれます。

集
ま
れ

わ
ん
ぱ
く
ち
ゃ
ん

月
の
わ
ん
ぱ
く
ち
ゃ
ん
に
掲
載
を
希
望
さ
れ
る

お
子
さ
ん
は
、
お
気
に
入
り
の
写
真
を
企
画
課
ま
で
。

（
各
支
所
地
域
振
興
課
庶
務
係
で
も
お
預
か
り
し
ま

す
）
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、
生
年
月
日
、
住
所
（
地

区
名
）、
保
護
者
名
、
電
話
番
号
を
明
記
し
て
く
だ

さ
い
。
掲
載
要
件
は
、

月
に

歳
の
誕
生
日
を
迎

え
る
子
。
期
限
は

月

日
。
デ
ー
タ
で
い
た
だ
け

る
場
合
は
下
記
の
ア
ド
レ
ス
へ
。

問
い
合
わ
せ
先

企
画
課

＠＠
平平成成

狗田
いぬた

倖生
こうき

ちゃん（ 歳）
大串・大串地区

編
集
後
記

ト
ン
ネ
ル
を
抜
け
る
と
、
光
る

海

今
月
の
テ
ー
マ
は

新
し
い

風
が
吹
き
は
じ
め
た
。こ
の
島
に
、

ま
た
、
こ
こ
に
訪
れ
た
奥
平
さ
ん

の
心
に
も
。

障
害
児
さ
ん
の
こ

と
だ
と
思
っ
て
参
加
し
た
け
ど
、

う
ち
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
こ
と
に

も
通
じ
た
な
ぁ

と
い
う
つ
ぶ
や

き
も

講
演
会
は
講
師
の
話
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
企
画
、
準
備
、
そ

し
て
実
行
ま
で
、
た
く
さ
ん
の
人

た
ち
の
作
り
上
げ
た
作
品
で
す
、

と
早
川
一
光
さ
ん
。
人
が
財
産

と
幾
た
び
も
聞
こ
え
た
、
こ
の
春

見
え
な
い
と
こ
ろ
に
さ
ざ
め
い

て
い
る
も
の
。
青
い
草
を
踏
め
ば
。

今
月
か
ら
、
初
め
て
お
誕
生
日
を
迎
え
る

お
子
さ
ん
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
ア
ン

ケ
ー
ト
に
ご
協
力
を
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

割
強
の
世
帯

か
ら
回
答
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

広
島
商
船
高
専
地
域
交
流
・
共
同

研
究
セ
ン
タ
ー
で
集
計
作
業
を
行

い
、
こ
の
ほ
ど
結
果
が
出
ま
し
た
。

大
崎
上
島
に
期
待
す
る
将
来
像

（
全
体
）高

齢
者
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
、

日
常
生
活
が
便
利
な
島

既
存
産
業
と
新
規
産
業
で

発
展
す
る
島

自
然
が
豊
か
で
住
民
同
士

の
つ
な
が
り
が
強
い
島

若
者
に
と
っ
て
楽
し
く
、

都
会
か
ら
多
く
の
人
が
移

り
住
み
、
観
光
客
で
に
ぎ

わ
う
島

町
で
は
、
合
併
を
機
に
光
フ
ァ

イ
バ
網
を
整
備
し
て
情
報
通
信
基

盤
整
備
を
行
い
ま
し
た
。
ま
ず
、

公
共
施
設
を
網
羅
し
、
さ
ら
に
一

般
家
庭
へ
も
引
き
込
ま
れ
、
す
で

に
活
用
し
て
い
た
だ
い
て
い
る

方
々
も
あ
り
ま
す
。
こ
の

月
か

ら
は
、
生
野
島
・
契
島
・
長
島
・

七
々
見
・
草
木
地
域
で
も
光
フ
ァ

イ
バ
網
が
敷
か
れ
、
こ
れ
ら
の
地

域
の
方
々
に
も
利
用
し
て
い
た
だ

け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
全
国
で
も
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル

の
情
報
通
信
環
境
を
生
か
し
、
島

の
課
題
解
消
や
軽
減
に
向
け
て
ど

の
よ
う
に
役
立
て
て
い
く
の
か
、

具
体
的
な
活
用
方
法
や
サ
ー
ビ
ス

に
つ
い
て
考
え
て
い
き
ま
す
。
こ

の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
は
、
そ
の
た

め
の
資
料
と
さ
せ
て
い
た
だ
く
も

の
で
す
。

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
の
概
要
版
は
、

別
途
世
帯
配
布
に
て
お
知
ら
せ
を

し
ま
す
。

海
と
島
の
歴
史
資
料
館

大
望
月
邸
ギ
ャ
ラ
リ
ー

月
の
催
し

東
野
公
民
館
絵
画
教
室

（

日
ま
で
）

月
曜
定
休
。

海
と
島
の
歴
史
資
料
館

大
望
月
邸
ギ
ャ
ラ
リ
ー

絵

画

展


